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●和泉　千佐恵 様（寺　戸） 亡母精子さん満中陰志として　　５万円

●匿　　名　　　　　　　　　福祉に役立つように　　 ７，０００円

●釜田　敏秀 様　（中　戸） 亡母文子さん満中陰志として　　５万円

●近藤　博昭 様　（中　戸） 亡母ミサエさん満中陰志として　５万円

善 意 銀 行
（３月２７日受理分まで）

皆様の善意に対して心から感謝申し上げます

役　　　　場

IP電話

教 育 委 員 会

IP電話

診 　 療 　 所

IP電話

歯 科 診 療 所

デイサービスセンター

こもれびホール

（財）黒滝森物語村

案内センター

きららの森・赤岩

黒 滝 駐 在 所

人 口 ・ 世 帯 数
（４月１日現在）

男　　　４７４　人　　（－５）

女　　　５４４　人　　（－５）

計　１，０１３　人　（－１０）

世帯　　　４１０世帯　　（－５）

食アメニティコンテスト食アメニティコンテスト
【【黒滝蒟蒻よもぎの里黒滝蒟蒻よもぎの里】】

黒黒黒黒 滝滝滝滝 村村村村 ここここ どどどど もももも のののの 医医医医 療療療療 費費費費
助助助助成成成成制制制制度度度度がががが出出出出来来来来ままままししししたたたた！！！！

平成20年４月１日より黒滝村こどもの医療費助成制度が
スタートします。
この助成制度は、平成20年第２回村議会定例会に『黒滝村

こどもの医療費助成に関する条例』として提案され全会一致で
可決されたもので、少子化対策の一環として県の乳幼児医療助
成制度を更に村が単独により助成するものです。出生の日から
12歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある「こども」
を養育している保護者に対し医療費を助成し、こどもの健康の
保持及び福祉の増進を図ることを目的とするものです。

手続きについて・・・手続きについて・・・

◆現在、乳幼児医療費助成（小学校就学前）の対象となって　
おられる方は、手続きの必要はありません。
◆小学校１年生から６年生までの児童の保護者の方について
は、通院に係る医療費のうち一部負担金領収書を持参の上、
役場保健福祉課までお越しください。

※児童の入院に係る医療費については、助成対象ではありません。
（平成20年４月１日以降の受診から対象となります。）

●問合せ　　役場保健福祉課　@ ６２‐２０３１
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黒黒黒黒
滝滝滝滝
村村村村
議議議議
会会会会

活活活活

動動動動

状状状状

況況況況

議議 会会３
月
11
日
か
ら
19
日
ま
で
議
会
定
例

会
が
開
か
れ
、35
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
の
原
案
も
可
決
・
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
２
回
議
会
定
例
会

■
　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

①
竣
工
期
日
　

②
請
負
金
額
の
減
額

③
請
負
金
額
の
増
額

■
　
補
正
予
算
に
つ
い
て

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

３
　
月

３
日
○
道
路
特
定
財
源
決
起
大
会

４
日
○
第
２
回
議
会
定
例
会

正
副
議
長
打
合
せ

５
日
○
総
務
厚
生
・
経
済
建
設

両
委
員
長
打
合
せ

11
日
○
第
２
回
議
会
定
例
会

○
予
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日
○
予
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日
○
経
済
建
設
委
員
会

14
日
○
総
務
厚
生
委
員
会

15
日
○
中
学
校
卒
業
式

19
日
○
幼
稚
園
卒
園
式

○
第
２
回
議
会
定
例
会
（
再
会
）

○
議
会
全
員
協
議
会

21
日
○
小
学
校
卒
業
式

24
日
○
月
例
出
納
監
査

25
日
○
議
会
全
員
協
議
会

○
南
和
広
域
連
合
議
会

○
地
域
活
性
化
委
員
会

○
美
吉
野
園
理
事
会

26
日
○
区
長
会

○
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会

28
日
○
奈
良
県
町
村

議
会
議
長
会
定
期
総
会

31
日
○
議
会
全
員
協
議
会

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

■
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
予
算

総
額
は
１
、
２
７
５
、
６
０
０
千
円
で
す
。

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

総
額
は

事
業
勘
定
１
１
７
、
９
２
０
千
円

診
療
施
設
勘
定
８
７
、５
０
０
千
円
で
す
。

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算

総
額
は
２
４
、
２
２
０
千
円
で
す
。

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

総
額
は
１
８
８
、
３
８
０
千
円
で
す
。

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

総
額
は
２
０
、
５
０
０
千
円
で
す
。

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

総
額
は
８
８
、
０
８
０
千
円
で
す
。

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

総
額
は
３
８
、
８
７
０
千
円
で
す
。

■
条
例
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
す
る
条
例

●
黒
滝
村
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例

●
黒
滝
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
の
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
の
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の

他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
の
一
般
職
の
職
員
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
黒
滝
村
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
母
子
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
老
人
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
　
そ
の
他

●
黒
滝
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

寺
戸
　
近
藤

美
智
雄

氏

●
黒
滝
村
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

赤
滝
　
植
田

忠
三
郎

氏

●
黒
滝
村
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

平
議
員
質
問

村
長
の
平
成
20
年
度
予
算
説
明
の

中
に
、
国
の
景
気
判
断
も
下
方
修
正

さ
れ
、
大
都
市
と
地
方
の
格
差
は

益
々
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
想

さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
原
油
の
高
騰
や
大
豆

を
は
じ
め
と
す
る
穀
物
価
格
の
上
昇

に
よ
り
、
諸
物
価
が
軒
並
み
値
上
げ

さ
れ
、
村
民
生
活
も
一
段
と
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

我
が
黒
滝
村
の
村
財
政
を
見
れ
ば
、

毎
年
１
億
数
千
万
円
の
基
金
を
取
り

崩
し
て
い
か
な
け
れ
ば
予
算
が
組
め

な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
に
お
い

て
、
村
長
が
合
併
す
る
こ
と
が
村
民

の
幸
せ
に
つ
な
が
り
、
一
日
も
早
く

合
併
で
き
る
よ
う
最
善
を
尽
く
す
と

い
う
強
い
お
考
え
を
考
慮
す
れ
ば
、

本
村
の
現
状
を
少
し
で
も
魅
力
的
で

活
力
あ
る
地
域
と
し
て
残
し
、
将
来

の
合
併
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
緊
急

的
か
つ
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
９
月
定
例
会
に
お
い
て
村

長
に
質
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
、
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

お
伺
い
致
し
ま
す
。

ま
ず
、
昨
年
11
月
に
答
申
さ
れ
た

地
域
活
性
化
委
員
会
の
事
業
提
案
項

目
に
つ
い
て
、
本
年
度
予
算
化
し
た

施
策
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
教
え
頂

き
た
い
。

次
に
、
昨
年
９
月
定
例
会
に
お
い

て
質
問
さ
せ
て
頂
い
た
村
内
の
観
光

資
源
の
開
発
・
活
用
に
つ
い
て
、
村

長
が
ご
答
弁
さ
れ
た
国
や
県
に
対
し

て
補
助
金
の
検
討
に
つ
き
、
そ
の
結

果
を
お
教
え
頂
き
た
い
。

最
後
に
、
現
在
村
内
に
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
初
め
、
民
間
グ

ル
ー
プ
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
村

活
性
化
に
つ
き
、
子
育
て
支
援
定
住

化
対
策
等
、
各
々
の
立
場
で
独
自
の

考
え
方
・
方
策
を
も
っ
て
振
興
し
て

い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
が
、
村

長
は
行
政
の
責
任
者
と
し
て
、
重
複

す
る
よ
う
な
無
駄
な
経
費
を
節
減

し
、
効
率
的
な
対
策
を
取
り
ま
と
め

推
進
し
て
い
く
考
え
な
の
か
お
教
え

頂
き
た
い
。

辻
村
村
長
答
弁

議
員
お
述
べ
の
と
お
り
景
気
の
停

滞
・
諸
物
価
の
高
騰
等
、
村
を
取
り

巻
く
生
活
環
境
は
、
村
民
一
人
一
人

に
と
っ
て
よ
り
厳
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

村
財
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成

17
年
度
５
千
万
円
、
平
成
18
年
度
８

千
万
円
の
基
金
取
り
崩
し
を
行
い
、

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
回
の

補
正
予
算
上
で
は
７
千
万
円
程
度
の

取
り
崩
し
を
見
込
ん
で
い
る
の
が
現

状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
暗
い
話
題
ば
か
り
の

中
、
私
と
し
て
も
地
域
が
少
し
で
も

明
る
く
な
る
よ
う
な
活
性
化
施
策
を

行
う
こ
と
が
急
務
と
考
え
、
ま
た
村

民
の
生
の
声
を
施
策
に
取
り
入
れ
る

事
を
念
頭
に
お
い
て
村
民
10
名
で
構

成
す
る
「
黒
滝
村
地
域
活
性
化
委
員

会
」
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
６
月
に
設
置
以
降
、
協
議
に

協
議
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
11
月
に

は
早
々
と
産
業
振
興
・
少
子
化
対
策

に
係
る
６
項
目
の
活
性
化
施
策
を
答

一一一一

般般般般

質質質質

問問問問



申
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
平
議
員
の
１
点
目
の

質
問
で
す
が
、
平
成
20
年
度
に

お
い
て
は
、
こ
の
中
か
ら
特
産

品
創
出
試
行
に
係
る
事
業
及
び

少
子
化
対
策
に
係
る
医
療
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
予
算
化
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
申
し
上
げ
ま
す
と
、

特
産
品
創
出
試
行
事
業
で
は
遊

休
農
地
・
山
地
を
利
用
し
た
菜

の
花
、
山
菜
の
定
植
を
ま
ず
委

員
会
内
に
お
い
て
試
行
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
費
用
と
し
て
、

モ
デ
ル
事
業
地
の
借
上
代
及
び

獣
害
対
策
用
の
防
護
柵
設
置
費

用
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
答

申
で
は
当
該
品
の
栽
培
と
と
も

に
、
流
通
・
販
売
ル
ー
ト
の
確

保
も
合
わ
せ
て
検
討
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
事

業
が
定
着
す
れ
ば
、
村
の
新
た

な
特
産
品
と
し
て
広
く
村
民
の

方
に
も
栽
培
を
奨
励
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。少

子
化
対
策
に
係
る
医
療
費

助
成
事
業
で
は
、
小
学
生
以
下

の
「
こ
ど
も
」
を
対
象
に
、
小

学
生
は
通
院
医
療
費
、
小
学
生

未
満
の
乳
幼
児
に
つ
き
ま
し
て

は
入
通
院
と
も
医
療
費
を
助
成

し
無
料
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
村
の
負
担
額
を
試
算
し

予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
村
外
に
対
し
て
も
「
こ
ど

も
の
住
み
や
す
い
村
」
の
ア
ピ

ー
ル
等
を
行
い
、
子
供
連
れ
の

転
入
者
の
促
進
を
図
っ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
に
お
い
て
予
算

化
し
た
施
策
は
こ
の
２
項
目
で

あ
り
ま
す
が
、
残
る
４
項
目
に

つ
き
ま
し
て
も
、
実
効
性
を
精

査
し
な
が
ら
実
現
に
向
け
て
の

手
法
を
継
続
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
２
点
目
の
質
問
で
す

が
、
９
月
議
会
で
お
答
え
し
た

と
お
り
、「
観
光
施
設
」
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
頑
張

る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等

を
引
き
続
き
活
用
し
、
整
備
拡

充
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
石
の
廟

塔
等
の
「
観
光
資
源
」
に
お
け

る
開
発
・
活
用
に
つ
い
て
は
、

１
点
目
の
質
問
と
も
関
連
い
た

し
ま
す
が
、
活
性
化
委
員
会
よ

り
鳳
閣
寺
か
ら
石
の
廟
塔
ま
で

の
遊
歩
道
の
整
備
が
提
案
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
他
の

「
観
光
資
源
」
を
精
査
す
る
こ

と
に
よ
る
村
全
域
で
の
「
遊
歩

道
整
備
」
と
い
う
よ
う
な
観
点

か
ら
利
用
で
き
る
国
・
県
の
施

策
の
有
無
を
模
索
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
最

終
的
な
結
論
は
出
て
お
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

最
後
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
議
員
お
述
べ
の
と
お
り
各

団
体
が
様
々
の
活
性
化
施
策
を

計
画
又
は
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
今
ま
で
は
調
整
で

き
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
各
団
体
に
対
す

る
役
場
の
担
当
課
間
で
も
情
報

共
有
・
協
議
を
行
い
な
が
ら
重

複
事
業
の
一
本
化
、
効
率
的
な

事
業
展
開
に
対
し
て
の
助
言
・

指
導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

平
議
員
質
問

特
産
品
創
出
試
行
事
業
に
つ

い
て
、
県
に
依
頼
さ
れ
て
い
た

が
ど
う
な
っ
た
の
か
。

辻
村
村
長
答
弁

一
度
、
答
申
を
頂
い
た
が
、

あ
ま
り
代
わ
り
映
え
し
な
い
た

め
、
引
き
続
き
調
査
協
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

尾
上
議
員
質
問

行
財
政
改
革
の
あ
り
方
に
つ

い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
１
月
に
各
大
字
に
お

い
て
行
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
村

長
よ
り
平
成
17
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
黒
滝
村
行
財
政
改

革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改

革
推
進
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
の

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
４
ヶ
大
字
に
お
い
て
、

そ
の
報
告
内
容
等
を
拝
聴
致
し

ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
財
政

規
模
の
圧
縮
ば
か
り
が
聞
き
取

ら
れ
、
村
長
自
身
、
今
後
の
村

の
展
望
に
つ
い
て
の
考
え
方
が

う
か
が
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

国
の
施
策
で
あ
る
地
方
交
付

税
の
減
額
交
付
等
が
要
因
で
の

緊
縮
、
こ
の
行
政
運
営
の
中
、

行
政
全
体
で
の
ス
リ
ム
化
は
必

要
で
あ
る
こ
と
に
は
同
感
で
は

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
・
県

へ
の
働
き
か
け
等
の
行
政
手
法

と
言
い
ま
す
か
行
政
手
腕
で
の

「
村
民
が
希
望
の
持
て
る
行
政

施
策
」
を
講
じ
ら
れ
な
い
も
の

か
と
も
思
い
ま
す
。

さ
る
、
11
日
の
本
会
議
に
提

案
さ
れ
ま
し
た
新
年
度
の
予
算

も
緊
縮
予
算
と
の
位
置
づ
け
が

見
受
け
ら
れ
、
経
常
経
費
が
ほ

と
ん
ど
で
、
投
資
的
経
費
と
言

う
か
施
策
的
な
予
算
が
ほ
と
ん

ど
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
村
長
の
行
財
政
改
革

の
目
的
は
、
人
件
費
の
削
減
、

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
カ
ッ
ト
、

各
大
字
へ
の
要
望
事
項
の
不
採

択
等
に
よ
る
「
村
財
政
の
延
命

措
置
」
と
し
か
受
け
取
れ
ま
せ

ん
。
果
た
し
て
村
民
は
、
そ
れ

を
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

町
村
合
併
を
見
据
え
た
「
魅
力

あ
る
黒
滝
村
を
築
こ
う
」
と
言

う
考
え
方
は
な
い
の
か
。

昨
今
、
設
置
さ
れ
た
「
黒
滝

村
活
性
化
委
員
会
」
か
ら
の
答

申
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
村
長

と
し
て
の
今
後
の
考
え
方
を
示

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
ス
リ
ム
な

行
政
改
革
を
進
め
る
な
ら
ば
、

森
物
語
村
・
猪
牧
場
な
ど
の
赤

字
施
設
の
打
開
策
が
急
務
と
考

え
ま
す
が
如
何
な
も
の
か
。

以
上
、
村
長
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

辻
村
村
長
答
弁

議
員
お
述
べ
の
と
お
り
財
政

規
模
の
圧
縮
に
よ
り
、
こ
こ
数

年
の
村
行
政
は
行
財
政
改
革
の

実
施
に
よ
る
経
常
経
費
の
削
減

に
加
え
、
投
資
的
経
費
（
政
策

経
費
）
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
年
１

月
か
ら
行
政
懇
談
会
を
開
催

し
、
住
民
の
皆
様
方
の
声
を
聞

き
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

市
町
村
合
併
に
お
け
る
展
望
も

不
透
明
な
状
況
の
中
、
合
併
が

で
き
る
ま
で
は
村
を
存
続
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
一
番
の
命
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
又
、

村
民
に
対
し
必
要
と
考
え
る
施

策
は
「
産
業
活
性
化
・
少
子
化

対
策
・
高
齢
者
対
策
」
と
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
今
後
は
、
限

ら
れ
た
財
政
状
況
の
中
で
で
き

る
限
り
長
く
展
開
で
き
る
事
業

を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
村
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
マ
ン
と
し
て
国
、
県
へ
の

働
き
か
け
は
今
後
も
今
以
上
に

行
い
、
少
し
で
も
村
財
政
が
楽

に
な
り
、
村
が
活
気
づ
く
よ
う

な
施
策
・
手
法
を
模
索
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
は
議
員
各
位
の
お

力
も
必
要
で
す
の
で
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。村

財
政
の
延
命
措
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
ま
で
述
べ
た
よ

う
な
理
由
か
ら
、
少
な
か
ら
ず

致
し
方
な
い
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
村
が
「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
く
財
政
再
生
団

体
に
陥
れ
ば
、
一
番
迷
惑
を
被

る
の
は
村
民
で
す
。「
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
最
低
レ
ベ
ル
、

住
民
負
担
は
最
高
レ
ベ
ル
」
と

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平
議

員
の
答
弁
時
に
も
申
し
上
げ
ま

し
た
が
国
・
県
施
策
の
利
用
を

模
索
す
る
と
と
も
に
、
議
会
、

地
域
活
性
化
委
員
会
な
ど
か
ら

意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
村
の
活

性
化
に
最
大
限
の
努
力
を
行
っ

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
黒

滝
・
森
物
語
村
に
つ
き
ま
し
て

は
年
々
収
支
が
改
善
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。
赤
字
運
営
施
設

で
あ
る
「
御
吉
野
の
湯
」
に
つ

い
て
は
平
成
21
年
度
か
ら
の
村

直
営
化
を
図
る
計
画
で
あ
り
、

村
民
の
雇
用
対
策
や
村
民
福
祉

対
策
等
を
含
め
、(

財)

黒
滝
・

森
物
語
村
に
引
き
続
き
指
定
管

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

又
、
猪
牧
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
の
あ
り
方
を
含
め
た

「
検
討
委
員
会
」
の
設
置
も
含

め
、
包
括
的
に
存
続
の
是
非

に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま

す
。

尾
上
議
員
質
問

発
意
し
て
村
長
に
な
ら
れ
、

そ
の
時
は
、
こ
の
よ
う
な
村

に
し
た
い
と
い
う
想
い
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

今
の
答
弁
に
は
、
そ
の
様
な

想
い
が
あ
ま
り
伝
わ
ら
な
か

っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、

そ
の
想
い
を
発
揮
し
て
も
ら

い
た
い
。

辻
村
村
長
答
弁

就
任
し
て
わ
か
り
ま
し
た

が
国
の
補
助
金
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

村
民
・
議
会
の
皆
様
の
期
待

に
応
え
る
よ
う
精
一
杯
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
お
世
話
に
な
る
区
長

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

笠
　
木
　
　
中
前
政
明

桂
　
原
　
　
橋
本
正
博

長
　
瀬
　
　
中
井
秀
幸

御
吉
野
　
　
上
北
康
雄

堂
　
原
　
　
吉
田
　
稔

寺
　
戸
　
　
中
　
勝
利

中
　
戸
　
　
辻
内
幸
二

赤
　
滝
　
　
杉
本
四
郎
兵
衛

脇
　
川
　
　
東
　
敏
成

槙
　
尾
　
　
山
本
忠
男

鳥
　
住
　
　
徳
田
　
初

粟
飯
谷
　
　
辰
巳
昇
司

大
字
区
長
紹
介
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教
育
関
係
に
つ
い
て

先
に
述
べ
た
様
に
本
年
度
は
臨
時

教
員
を
二
名
採
用
し
教
育
環
境
の
維

持
及
び
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
今
後
も

教
育
委
員
会
を
始
め
、
学
校
関
係
者

の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
進
め

る
べ
き
改
革
は
進
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
。
尚
、
地
震
対
策
と
し
て
昨
年

は
各
施
設
の
耐
震
診
断
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
規
模
の
大

小
は
あ
る
も
の
の
い
ず
れ
の
施
設
に

つ
き
ま
し
て
も
改
修
工
事
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
本
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
耐
震
設
計
の
た
め
の
予
算
を
計
上

し
、
平
成
二
十
一
年
度
で
の
施
設
改

修
の
実
施
に
つ
な
げ
、
子
供
た
ち
の

安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
に
つ
い
て

本
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
ま
し

て
、同
特
別
会
計
を
新
た
に
計
上
し
、

二
千
五
十
万
円
の
支
出
を
見
込
む
こ

と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
実
施

に
よ
り
、
老
人
保
健
が
無
く
な
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
を
含
む

三
年
間
に
つ
き
ま
し
て
は
経
過
措
置

が
残
る
為
、
予
算
は
大
幅
に
縮
小
さ

れ
ま
す
が
会
計
は
継
続
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計

に
つ
き
ま
し
て
も
必
要
な
予
算
額
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
様
方
に
は
新
た
な
費

用
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
、

よ
り
一
層
厳
し
い
時
代
と
な
り
ま
す

が
、
村
議
会
と
力
を
合
わ
せ
村
一
丸

と
な
っ
て
国
に
対
し
て
費
用
負
担
緩

和
の
特
別
対
策
の
延
長
等
を
働
き
か

け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
よ
り
自
治
医
大
の
西
和
田
医

師
が
赴
任
し
て
い
た
だ
き
村
民
の
健

康
管
理
を
行
な
っ
て
頂
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま

す
。続

い
て
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
省
及
び
財

務
省
協
議
に
よ
る
昨
年
度
か
ら
の
三

年
間
の
措
置
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
伴
う

借
換
債
の
金
額
の
計
上
を
行
う
た
め

内
閣
府
に
お
け
る
景
気
の
基

調
判
断
も
下
方
修
正
さ
れ
、
景

気
の
先
行
き
が
不
透
明
に
な
る

な
か
で
、
大
都
市
と
地
方
の
格

差
は
確
実
に
益
々
大
き
く
な
る

で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
地
域
間
格
差
の
是
正
の
た

め
、
本
年
度
は
国
に
お
い
て
地

方
再
生
対
策
費
の
創
出
等
の
地

方
財
源
対
策
が
実
施
さ
れ
る
も

の
の
、
本
村
に
対
す
る
影
響
額

は
一
息
つ
け
る
ほ
ど
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
の
予
算
案
に
は
、
昨

年
六
月
に
設
置
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
「
黒
滝
村
地
域
活
性
化

委
員
会
」
か
ら
の
答
申
並
び
に

本
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
各
地
区
で

の
行
政
懇
談
会
で
の
住
民
要
望

を
ふ
ま
え
、
財
政
事
情
も
勘
案

し
た
な
か
、
本
年
度
に
お
い
て

実
施
可
能
な
事
業
を
盛
り
込
む

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
産

業
及
び
観
光
振
興
を
目
的
と
し

た
林
業
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
に

向
け
た
プ
ラ
ン
が
国
に
採
択
さ

れ
、
二
年
目
の
取
り
組
み
に
係

る
事
業
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
の
方
向
性
に

つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
環
境
の
維

持
の
観
点
か
ら
単
式
学
級
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
、
村
費
の
臨
時
教

員
を
二
名
採
用
す
る
費
用
を
計
上

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
に
つ
い
て

例
年
の
通
り
歳
入
の
要
で
あ

り
ま
す
地
方
交
付
税
は
、
地
方

再
生
対
策
費
の
増
加
分
を
加
え

八
億
一
千
五
百
万
円
の
予
算
を

計
上
致
し
ま
し
た
。
昨
年
に
比

べ
て
、
八
千
万
円
の
増
と
な
り

ま
す
が
、
う
ち
三
千
万
円
は

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
充
当
さ
れ
る
特
別
交
付

税
で
あ
り
、
加
え
て
今
国
会
で

審
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
道
路
特

定
財
源
の
暫
定
税
率
の
延
長
が

未
確
定
で
あ
る
為
、
地
方
譲
与

税
及
び
自
動
車
取
得
税
交
付
金

合
わ
せ
て
約
一
千
二
百
万
円
を

未
計
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
歳
入
全
体
に

お
け
る
昨
年
度
の
当
初
予
算
に

比
し
て
約
二
千
四
百
万
円
の
増

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
本
年
度
に
お
き

ま
し
て
も
昨
年
並
み
の
緊
縮
財

政
運
営
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

歳
出
に
つ
い
て

昨
年
十
一
月
に
「
黒
滝
村
地

域
活
性
化
委
員
会
」
よ
り
答
申

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
振

興
及
び
少
子
化
対
策
に
係
る
数

項
目
に
わ
た
る
事
業
提
案
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
本
年

度
に
お
き
ま
し
て
は
以
前
か
ら

議
会
で
も
協
議
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
、
小
学
生
以
下
に
対
す
る

通
院
医
療
費
の
助
成
（
無
料
化
）

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
予

算
百
二
十
万
円
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
過
日
の
行
政
懇
談
会

に
お
い
て
住
民
の
皆
様
か
ら
要

望
の
あ
り
ま
し
た
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
の
休
日
運
行
に
つ
き
ま

し
て
は
、
四
カ
月
間
、
隔
週
土

曜
日
の
試
行
運
行
を
実
施
し
、

乗
車
実
態
を
把
握
し
た
上
で
今

後
の
対
応
を
検
討
し
た
い
と
考

え
、
試
行
運
行
に
係
る
費
用
を

従
来
の
運
行
費
用
に
加
え
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
年

間
三
千
万
円
の
有
効
な
活
用
方

法
を
精
査
し
、
林
業
振
興
・
観

光
施
設
の
整
備
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
拡
充

に
加
え
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ラ
ン

の
作
成
費
用
等
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

林
業
関
係
に
つ
い
て

本
村
の
大
切
な
産
業
の
育
成

を
図
る
こ
と
か
ら
、
林
業
不
況

下
に
お
け
る
木
材
搬
出
等
の
経

費
削
減
に
資
す
る
た
め
、
引
き

続
き
林
道
等
の
整
備
費
を
年
次

計
画
に
基
づ
き
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
村
道
等
の
改
良
工
事

及
び
維
持
修
繕
工
事
に
つ
い
て

は
、
財
政
の
許
す
範
囲
で
所
要

額
を
予
算
化
い
た
し
ま
し
た
。

国
道
、
県
道
等
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
当
初
歳
入
の
説
明
で
申

し
上
げ
ま
し
た
道
路
特
定
財
源

の
暫
定
税
率
の
帰
趨
に
よ
っ
て

事
業
自
体
が
左
右
さ
れ
る
も
の

の
、
村
民
が
安
心
し
て
通
行
で

き
る
道
路
整
備
を
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
国
、
県
に
陳
情
し
、

一
日
も
早
く
完
成
で
き
る
よ
う

精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。

予予 算算

現
在
、
土
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
平
日
に
運

行
を
お
こ
な
っ
て
い
る
黒
滝
ふ
れ
あ
い
バ
ス
が
、
次

の
と
お
り
隔
週
土
曜
日
の
試
行
運
行
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
運
行
ダ
イ
ヤ
は
通
常
の
平
日
ダ
イ
ヤ
と
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
土
曜
日
試
験
運
行
用
黒
滝
ふ
れ

あ
い
バ
ス
時
刻
表
が
必
要
な
方
は
、
次
の
入
手
方
法

に
よ
り
お
求
め
下
さ
い
。

●
試
行
運
行
期
間

平
成
20
年
５
月
３
日
（
土
）
〜
平
成
20
年
８
月
30
日

（
土
）
ま
で
の
第
１
、
第
３
、
第
５
土
曜
日

●
土
曜
日
試
験
運
行
用

黒
滝
ふ
れ
あ
い
バ
ス
時
刻
表
入
手
方
法

◆
広
報
４
月
号
折
込
み
配
布

◆
役
場
総
務
課
、
診
療
所
、

黒
滝
ふ
れ
あ
い
バ
ス
車
内
で
無
料
配
布

◆
黒
滝
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

●
問
合
せ
　
役
場
総
務
課
@
６
２
‐
２
０
３
１

黒
滝
ふ
れ
あ
い
バ
ス

隔
週
土
曜
日
の
試
行
運
行

が
始
ま
り
ま
す

に
よ
る
予
算
増
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
で
は
、
新
た
な
浄
化
槽
設
置
基

数
の
減
少
及
び
財
政
健
全
化
に
資
す

る
た
め
従
来
か
ら
一
般
会
計
と
下
水

道
事
業
特
別
会
計
に
分
け
て
計
上
し

て
お
り
ま
し
た
し
尿
の
運
搬
処
理
費

用
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
一
本
で
計

上
し
た
た
め
に
よ
る
予
算
減
で
あ
り

ま
す
。

最
後
に
、
新
合
併
特
例
法
も
残
り

二
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
合
併
す
る

こ
と
が
村
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と

い
う
従
前
か
ら
の
考
え
に
は
い
さ
さ

か
の
揺
る
ぎ
も
な
く
、
村
議
会
を
は

じ
め
近
隣
町
村
と
協
議
し
て
、
一
日

も
早
く
合
併
出
来
る
よ
う
に
最
善
を

つ
く
す
と
と
も
に
、
黒
滝
村
に
住
む

人
達
が
夢
と
希
望
を
抱
け
る
村
と
な

る
よ
う
に
頑
張
る
所
存
で
す
。

※
詳
細
は

次
項
（
p8
〜
p9
）
で
す
。

主
要
施
策
の
説
明

（
辻
村
村
長
）

広報くろたき　



衛衛衛衛 生　費　　１億４，５３０万９千円（8.8％）

住民が健康で良好な生活を送るための経費で、住民の健
康管理や病気の予防対策、ごみの処理、し尿の収集処理に
かかる経費です。
・保健事業委託料（妊婦検診、ガン検診等）１２９万円
・ごみの収集運搬委託料　　　　　　２，１００万円
・ごみの処理費

（南和広域衛生組合負担金）１，８５７万円
・し尿処理委託料　　　　　　　　　３，６５８万円
・し尿収集運搬委託料　　　　　　　　　３８０万円
・歯科診療所診療器具整備　　　　　　　３５０万円　他

土土土土 木　費　　７，６５４万９千円（7.3％）

道路や河川、住環境の整備に使われる経費です。
・道路新設改良事業　　　　　　　　１，５２０万円
・地籍調査事業　　　　　　　　　　１，５２０万円
・急傾斜地崩壊防止工事負担金　　　　　３００万円　
・住宅管理費　　　　　　　　　　　　　２２０万円　他

教教教教 育　費　 １億４，００２万８千円（5.8％）

教育委員会事務局費、小・中学校費、幼稚園費、同和教育費、
社会教育費、保健体育費、給食センター等にかかる経費です。
・スクールバス運行委託料　　　　　　　２７７万円
・修学旅行費助成事業　　　　　　　　　　４４万円
・教職員住宅等屋根等塗装代　　　　　　１３７万円
・公民館教室　　　　　　　　　　　　　　２７万円
・学校給食材料代　　　　　　　　　　　５１０万円
・中学校体育館耐震補強設計委託料　　　　７０万円
・幼稚園耐震補強設計委託料　　　　　　　６５万円
・小学校耐震補強設計委託料　　　　　　２９５万円
・村人権・同和教育推進協議会補助金　　　９５万円　他

農農農農林水産業費 ７，５１１万１千円（▲28.8％）

農業や林業、水産業の振興に益する経費です。
・猪牧場管理費　　　　　　　　　　　　６４４万円　　
・漁業組合補助金　　　　　　　　　　　１７０万円　
・森林整備地域活動支援対策交付金　　　７７０万円
・作業路開設工事　　　　　　　　　１，０００万円
・林道新設事業費等（維持費含む） ８００万円
・森林環境保全緊急間伐事業　　　　１，２９０万円　他

公公公公 債　費　　２億７，９５８万円（▲3.3％）

村の借金の返済金です。借り入れにかかる利子も含まれます。

諸諸諸諸 支 出 金　　　　　　　　１万円

地方自治法のいずれの目的にも当てはまらないものです。

予予予予 備　費　　　　　　 ３００万円

１年間の実際の予算執行と見積とは違いが出てくる事が
あり、これらの補充のため計上されています。

災災災災 害復旧費　　　　　１万７千円

あらゆる災害の復旧に関する経費です。

（（（（対対対対前前前前年年年年度度度度増増増増減減減減率率率率））））
議議議議 会　費　　 ３，８９９万９千円（9.8％）

議会議員の報酬や議会運営をしていくための必要経費です。

労労労労 働　費　　　　 ３９６万３千円 （▲17.1％）

山林労働組合労働者退職金に関連する経費です。

商商商商 工　費　 ２，１０２万６千円（▲21.1％）

地場産業の振興や財団法人の運営、観光振興に使われる経
費です。
・村商工会補助金　　　　　　　　　　　３８０万円
・財団法人黒滝森物語村

指定管理料及び補助金　　　　１，０９０万円　他

消消消消 防　費　　　５，６４４万４千円（1.4％）

消防だけではなく、水害や地震をはじめとするあらゆる災害
に対する経費です。
・消防団員報酬　　　　　　　　　　　　１６２万円
・消防分団活動費　　　　　　　　　　　１０４万円
・中吉野広域消防組合負担金　　　　３，４０５万円
・防災無線管理費等　　　　　　　 １４２万円
・地域防災計画見直し委託料　　　　　　１００万円
・ハザードマップ作成委託料　　　　　　１８０万円　他

総総総総 務　費　　２億４１８３万６千円（19.1％）

全体的な管理事務や徴税事務、戸籍、住民基本台帳事務、
選挙事務、統計調査事務、村有財産の管理など幅広い経費
です。
・村有林撫育費　　　　　　　　　　　　３００万円
・電子計算機費　　　　　　　　　　４，９９５万円
・基金積立金　　　　　　　　　　　　　　８８万円
・村広報誌作成費用　　　　　　　　　　１０９万円
・南和広域連合負担金　　　　　　　　　１１４万円
・村づくりプロジェクトチーム活動助成金　４０万円
・　　　　〃　　　　　　事業特別助成金　５０万円
・情報通信事業費　　　　　　　　　　　２１２万円　
・ふれあいバス運行委託料　　　　　　　７９８万円
・頑張る地方応援プログラム事業費　３，０００万円　他

民民民民 生　費　　１億９，４６２万６千円（1.6％）

住民の安定した社会生活を保障するための経費で、人権啓
発予算、福祉関連予算もここに含まれます。
・第３子以降養育費助成　　　　　　 ５０万円
・小学生以下の医療費の助成　　　　　　１２０万円　
・弔慰金の支出　　　　　　　　　　　　　２０万円
・社会福祉協議会の助成　　　　　　　　７５０万円
・同和問題対策費の支出　　　　　　　　　８１万円
・老人福祉施設(美吉野園)整備費補助金　 ７００万円　
・老人クラブ補助金　　　　　　　　　　１００万円
・老人保護措置　　　　　　　　　

（養護老人ホームへの支出） １，４００万円
・老人緊急通報装置　　　　　　 ６８万円
・支援法障害福祉に係る経費　　　　１，９６０万円
・介護保険特別会計への村負担金　　３，６８１万円
・老人保健特別会計への村負担金　　　　２３１万円
・国民健康保険事業の村負担金　　　　　６５８万円
・後期高齢者医療への村支援金　　　１，５３３万円
・後期高齢者医療特別会計への村負担　　８８４万円
・CATV利用料補助金　　　　　 ８万円
・霊柩車購入　　　 ３３０万円　他

歳 入 歳 出 予 算

一　　般　　会　　計　　 12億7560万円

国民健康保険事業特別会計 2億 542万円

老 人 保 健 特 別 会 計 2422万円

介 護 保 険 特 別 会 計　　1億8838万円

後期高齢者医療特別会計 2050万円

簡易水道事業特別会計　 8808万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計　 3887万円

総　　　　　　額　　 18億4107万円

歳歳 出出

黒 滝 村 一 般 会 計

一一一一般般般般会会会会計計計計　　　　歳歳歳歳 出出出出

【平成20年度予算】

総 額総 額 1212億億75607560万円万円
村　　　　　　税　　　 7697万6千円（▲ 3.4％）
地 方 譲 与 税　　　 810万7千円（▲50.5％）
利 子 割 交 付 金　　　　　72万5千円（ 26.5％）
地方消費税交付金　　　 939万6千円（▲ 7.7％）
配 当 割 交 付 金　　　　 117万7千円（ 35.1％）
株式譲渡所得割交付金　　　52万7千円（▲40.7％）
自動車取得税交付金　　　 506万3千円（▲42.1％）
地方特例交付金　　　　　53万1千円（▲21.8％）
地 方 交 付 税　　8億1500万　 円（ 10.9％）
交通安全対策特別交付金　　　1万　 円（ 0.0％）
分担金及び負担金 881万9千円（ 3.4％）
使用料及び手数料　　　 899万1千円（▲16.8％）
国 庫 支 出 金　　　 1170万5千円（▲26.2％）
県　支　出　金 7271万9千円（ 2.0％）
財　産　収　入 3594万5千円（▲42.4％）
寄 　 付 　 金　　　　 420万　 円（119.9％）
繰 　 入 　 金　　1億2300万　 円（ 3.0％）
繰 　 越 　 金　　　 1000万 円（ 0.0％）
諸 　 収 　 入　　　 1580万9千円（ 0.3％）
村　　　　　　債　　　 6690万　 円（▲18.6％）

一一 般般 会会 計計 　　 歳歳 入入

国庫支出金
1%諸収入

1%
財産収入
3%

繰越金
1%

地方消費税交付金
1%

その他
3%村債

5%

県支出金
6%

村税
6%

繰入金
10%

地方交付税
63%

歳歳 入入

（（（（対対対対前前前前年年年年度度度度増増増増減減減減率率率率））））

議会費
3%

商工費
2%

労働費
0%

消防費
4%

土木費
6%

農林水産費
6%

教育費
11%

衛生費
11% 民生費

15%

総務費
19%

公債費
23%

（（（（対対対対前前前前年年年年度度度度増増増増減減減減率率率率））））

広報くろたき　



医師の判定により生活機能の向上が
必要な方は介護予防などの事業に
参加していただけます。

健診の結果、40～74歳の方でメタボリックシンド
ローム（内臓脂肪症候群）のリスクがある場合には、
特定保健指導（生活習慣の改善に向けた内容・方法）
にて支援させていただきます。

備
　
考

通
　
知

料
金

内
　
　
　
容

５月中に受診券を発行し、送付します。
詳細は受診券にて確認してください。

事前に基本チェックリストを返却して
いただいた場合、対象となった方には
ご連絡いたします。

●問診（既往歴、現病歴等）

●計測（身長、体重、BMI、

血圧、腹囲）

●診察

●尿検査

●血液検査（脂質、肝機能、代謝）

●尿検査（尿糖、尿蛋白）

医師の判断に基づき受けるもの
・血液検査（貧血検査）
・心電図検査　・眼底検査

●問診

●計測（身長、体重、BMI、血圧）

●診察

●血液検査（貧血、血清アルブミン）

●心電図検査

特
定
健
診
と
同
じ

＊
但
し
、
腹
囲
は
除
く

国民健康保険に加入している
40歳～74歳までのすべての方

（義務）

＊対象とならない方
妊婦、長期入院者、海外在住者等

75歳以上
の方

（努力義務）

介護認定を受けていない65歳以上の
方で、基本チェックリストによる生活
機能チェックの結果、生活機能の低下
が見られる方（特定高齢者候補）
＊基本チェックリストが届いていない
場合、役場保健福祉課まで連絡下さい。

対
　
　
象

生活機能評価健　診特 定 健 診

１，０００円 ５００円

※国民健康保険以外（社会保険、健康保険組合など）に加入の４０～７４歳の方へ
→それぞれの医療保険者が健診を実施します。
そちらの受診券やお知らせ等に従い、健診を受けてください。

戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
虚
偽
の
交
付
請
求
を
防

止
し
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
個
人
情
報

を
保
護
す
る
た
め
、
住
民
票
の
写
し
・

戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
交
付
請
求
時
に
、

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
実

施
し
ま
す
。

交
付
請
求
の
際
は
、
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
下
記
の
書
類
の
提
示

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
持
参
下
さ

い
。な

お
、
同
一
世
帯
外
・
同
一
戸
籍
外

（
第
三
者
）
の
方
が
交
付
申
請
す
る
場

合
に
は
交
付
対
象
者
か
ら
の
委
任
状
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
申
請
者
（
第

三
者
）
の
本
人
確
認
も
行
い
ま
す
の
で

下
記
の
書
類
を
併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
申
請
の
際
、
必
要
と
す
る
明
確
な
理

由
を
求
め
ま
す
。（
場
合
に
よ
っ
て
は

資
料
の
提
示
を
求
め
ま
す
。）

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
開
始
日平

成
20
年
５
月
１
日

●
問
合
せ

役
場
住
民
課

@
６
２
‐
２
０
３
１

住住住住民民民民票票票票・・・・戸戸戸戸籍籍籍籍謄謄謄謄抄抄抄抄本本本本ななななどどどどのののの交交交交付付付付請請請請求求求求時時時時にににに
本本本本人人人人確確確確認認認認書書書書類類類類のののの提提提提示示示示がががが必必必必要要要要ととととななななりりりりまままますすすす。。。。

■
運
転
免
許
証
　
■
旅
券
（
パ
ス
ポ

ー
ト
）

■
船
員
手
帳
　
■
海
技
免

状
　
■
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
　
■

猟
銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
証
　
■
戦

傷
病
者
手
帳
　
■
宅
地
建
物
取
引
主

任
者
証
　
■
電
気
工
事
士
免
状
　
■

無
線
従
事
者
免
許
証
　
■
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
）

■
官

公
庁
が
発
行
す
る
証
明
書
及
び
各
種

免
許
証
等
（
顔
写
真
付
）
■
療
育
手

帳
　
■
身
体
障
害
者
手
帳
　
■
外
国

人
登
録
証

■
国
民
健
康
保
険
証
　
■
健
康
保
険

被
保
険
証
　
■
船
員
保
険
証
　
■
共

済
組
合
員
証
　
■
介
護
保
険
被
保

険
証
　
■
国
民
年
金
手
帳
（
ま
た
は

証
書
）
■
厚
生
年
金
手
帳
（
ま
た
は

証
書
）
■
共
済
年
金
証
書
　
■
恩
給

証
書
　
■
印
鑑
登
録
証
明
書
　
■
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
■
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
　
■
預
金
通
帳

イイイイハハハハ ロロロロ
本本本本 人人人人 確確確確 認認認認 のののの たたたた めめめめ のののの 書書書書 類類類類 一一一一 覧覧覧覧

◆すくすく相談
対象　　乳幼児とその保護者
日時　　４月２２日（火）

午後１時１０分～午後２時
内容　　身体測定等
場所　　診療所
問合せ　保健福祉課

◆ひなっこきっず
対象　　乳幼児とその保護者
日時　　４月２１日（月）
内容　　自由遊び
場所　　おもちゃ図書館
主催・問合せ　

社会福祉協議会　@ 62-2850

日時　4月 25日（金）
10時開会

【午前】総会、研修（予定）、健康体操
【午後】演芸

場所　黒滝村中央公民館

高齢化が進む中で、会の活動が期待されています。
お誘いあわせてご出席下さい。
（詳細は、回覧板をご覧下さい）

黒滝村誠心会総会を開催します！

平成20年度　健診のお知らせ

広報くろたき　

◆日 時　　5月22日（木）・23日（金） 共に午前中
◆場 所　　中央公民館
＊診療所で受けていただいていた基本健診が次のように変更されます。

●１種類をお持ちください●２種類をお持ちください
●（ロ）＋（ハ）で
２種類をお持ちく
ださい

■
学
生
証
　
■
社
員
証

（
法
人
が
発
行
し
た
身
分
証

明
書
）
■
公
の
機
関
が
発

行
し
た
資
格
証
明
書
（
顔

写
真
付
き
）



新新
たた
なな
村村
職職
員員
人人
事事
体体
制制

４
月
１
日
付
で
、
村
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
保
健
福
祉
課
】

課
　
　
長
　
前
田
　
斉

課
長
補
佐
　
大
谷
宗
弘

係
　
　
長
　
植
村
延
和

主
事
補

大
谷
有
希

〃
　
　
河
口
　
誠

保
健
師
　
猪
ノ
本
朋
香

【
診

療

所
】

所
　
　
長
　
西
和
田
　
敏

事
務
長
　
川
上
紀
子

事
務
長
補
佐

北
村
眞
理

主
　
　
事
　
森
本
智
晃

【
産
業
建
設
課
】

参
　
　
事
　
辻
本
智
宏

【
総

務

課
】

課
　
　
長
　
山
内
邦
夫

課
長
補
佐
　
中
辻
善
博

係
　
　
長

畠
山
和
宏

〃
　
　
北
村
巨
樹

主
　
　
事
　
浦
南
辰
浩

【
住

民

課
】

課
　
　
長
　
植
田
忠
三
郎

課
長
補
佐
　
田
辺
智
里
　

係
　
　
長
　
阪
口
稔
一

主
　
　
事
　
喜
田
成
将

〃
　
　
谷
口
美
加

課
　
　
長
　
辰
己
洋
昭

課
長
補
佐
　
福
西
昭
仁

係
　
　
長
　
中
西
勝
己

〃
　
　
前
田
　
博

主
　
　
事
　
中
東
　
淳

〃
　
　
上
中
久
利

【
会

計

課
】

会
計
管
理
者
兼
課
長

辻
村
和
良

係
　
　
長
　
的
場
路
子

【
議
会
事
務
局
】

事
務
局
長
　
栃
尾
嘉
基

書
　
　
記
　
岡
田
延
浩

【
教
育
委
員
会
】

教
育
次
長
　
岡
村
昭
仁

係
　
　
長
　
畠
中
豊
治

〃
　
　
山
部
直
華

主
事
補

山
田
直
敬

運
転
手
　
小
田
信
義

【
中

学

校
】

業
務
員
　
阪
口
和
子

講
　
　
師
　
赤
井
登
美
子

【
小

学

校
】

業
務
員
　
藤
山
奈
王
美

講
　
　
師
　
田
原
聡
志

講
　
　
師
　
西
村
栄
子

【
幼

稚

園
】

園
　
　
長
　
上
浦
早
苗

教
　
　
諭
　
栃
尾
養
志
子

〃
　
　
植
村
久
実
代

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

給
食
調
理
員

和
泉
千
佐
恵
　
　

嘱
託
職
員
　
橋
本
長
子

【
退

職

者
】（
３
月
31
日
付
）

課
　
　
長
　
花
岡
初
男

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

中
　
洋
子

中
学
１
年
生
と
高
校
３
年

生
相
当
年
齢
の
方
が
麻
し
ん

（
は
し
か
）
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
（
MR
ワ
ク
チ
ン
）
の

定
期
予
防
接
種
の
対
象
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
に
10
〜
20
代

前
半
を
中
心
と
し
た
年
齢
層

で
麻
し
ん
が
流
行
し
、
現
在

も
な
お
、
そ
の
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省

は
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を

１
回
し
か
受
け
て
い
な
い

年
代
に
対
し
２
回
目
の
予
防

接
種
を
受
け
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

対
象

◆
中
学
１
年
生
相
当
年
齢
の
人

（
平
成
20
年
度
対
象：

平
成
７
年
４
月
２
日

〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

◆
高
校
３
年
生
相
当
年
齢
の
人

（
平
成
20
年
度
対
象：

平
成
２
年
４
月
２
日

〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

実
施
期
間

◆
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

予
防
接
種
の

対
象
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

受付開始　　6月 1日　（役場：保健福祉課にお越しください。）
受診期間　　受付後～１１月３０日まで
場　　所　　県内指定医療機関（黒滝村国保診療所は含まれていません）
＊集団検診を利用した検診は利用出来ません。

乳房検診

子宮検診
（２年に１回）

結核・肺検診 胸部エックス線撮影を行います。 ２００円４０歳以上

２０歳以上
＊女性のみ

４０歳以上
＊女性のみ

視診と内診と子宮頚部の細胞を検査します。

視診と内診と子宮頚部・体部の細胞を検査します。

視診・触診を行います。

２０００円

２９００円

８００円

内　　　　　容 料　金対　象
（Ｈ21.3.31現在）

平
成
18
年
３
月
27
日
に

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
平
成
13
年
３
月
26
日

以
前
に
石
綿
に
よ
る
疾
病
を

発
症
し
、
死
亡
し
た
労
働
者

の
遺
族
で
、
労
災
保
険
法
の

遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る
権

利
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た

方
に
対
し
て
は
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求

は
、
石
綿
救
済
法
施
行
後

３
年
で
請
求
期
限
を
迎
え
ま

す
こ
と
か
ら
、
未
だ
請
求
さ

れ
て
い
な
い
ご
遺
族
は
、
早

め
に
請
求
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

●
問
合
せ

大
淀
労
働
基
準
監
督
署

@
５
２
‐
０
２
６
１

特
別
遺
族
給
付
金
請
求

の
大
切
な
お
知
ら
せ

平成20年度　個別がん検診のお知らせ

広報くろたき　



黒滝村人権・同和問題啓発推進本部

毎月11日は

『人人権権をを確確かかめめああうう日日』です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

■今月のおすすめ
中央公民館図書コーナーには約４，５００冊の本があります。あ

なたの探していた本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。

■貸 し 出 し 日 月～金曜日（祝日は休み）
■貸し出し期間 ２週間
※ただし、それ以上になる場合は村教育委員会へ、連絡してください。

（文学）華岡清州の妻／有吉佐和子
世界最初の全身麻酔による乳がん手術に成功し、漢方から蘭

医学への過渡期に新時代を開いた紀州の外科医華岡青洲。その
不朽の業績の陰には、麻酔剤「通仙散」を完成させるために進
んで自らを人体実験に捧げた妻と母とがあった―美談の裏にく
りひろげられる、青洲の愛を争う二人の女の葛藤を、封建社会
における「家」と女とのつながりの中で浮彫りにした女流文学
賞受賞の力作。
（文学）夫婦／橋田壽賀子
（読み物）五体不満足／乙武洋匡
（児童書）ぼくらの、いきなり漂流記

／菊池　俊・作　吉田　純・絵

4444月月月月33330000日日日日((((水水水水))))

税税税税 のののの 納納納納 期期期期

軽自動車税軽自動車税

国民健康保険税国民健康保険税

第１期第１期

今
月
号
か
ら『
広
報
く
ろ
た
き
』

は
毎
月
発
行
に
な
り
ま
す
。

ペ
ー
ジ
数
は
減
り
ま
す
が
、

見
や
す
い
紙
面
作
り
を
心
が
け

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
今
ま
で
通
り
両
面
印

刷
で
奇
数
月
に
発
行
し
ま
す
。

◆
募
集
種
目

自
衛
隊
「
一
般
幹
部
候
補
生
」

◆
受
験
資
格

20
歳
〜
26
歳
未
満

大
学
卒
業
（
見
込
含
）
者

◆
受
付
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
（
火
）
か
ら

平
成
20
年
５
月
12
日
（
月
）
ま
で

◆
試
験
日
時

一
次
５
月
17
日
（
土
）

二
次
６
月
17
日
〜
20
日

◆
そ
の
他

入
隊
後
約
１
年
で
３
尉
に
任
官

大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
は
２
尉

◆
問
合
せ

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

@
０
７
４
７
‐
２
２
‐
３
７
８
９

第3回市町村対抗
子ども駅伝大会に出場

第
３
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅

伝
大
会
（
奈
良
県
主
催
）
が
３
月

８
日
（
土
）
に
河
合
町
の
馬
見
丘

陵
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
35
市
町
村
の
代
表
が
参
加
し
、

黒
滝
村
か
ら
も
小
学
５
・
６
年
生

の
代
表
メ
ン
バ
ー
が
出
場
さ
れ
、

９
区
間
（
16
・
05
キ
ロ
）
を
競
い

ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
、
大
健
闘
致
し
ま
し
た
。

来
年
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

３
月
11
日
（
火
）
・
12
日
（
水
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
東
京
・
虎
ノ

門
パ
ス
ト
ラ
ル
に
お
い
て
農
林
水

産
省
等
の
主
催
に
よ
る
「
第
５
回

オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
大

会
」
の
食
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス

ト
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

農
林
漁
村
地
域
の
女
性
グ
ル
ー
プ

等
が
自
主
的
努
力
に
よ
る
地
域
の

特
産
物
を
活
用
し
た
起
業
活
動
な

食アメニティコンテスト
審 査 員 特 別 賞 受 賞
【黒滝蒟蒻よもぎの里】

ど
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
る
優
秀
な
活
動
事
例

に
つ
い
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

男
性
主
体
の
直
売
所
が
多
い

中
、
女
性
の
み
の
グ
ル
ー
プ
で

運
営
し
販
売
実
績
を
あ
げ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
串
コ
ン
ニ
ャ
ク
に
つ

い
て
も
審
査
員
に
好
評
で
し
た
。

こ
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
に
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

自自自自
衛衛衛衛
隊隊隊隊
一一一一
般般般般
幹幹幹幹
部部部部

候候候候
補補補補
生生生生
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

審
査
員
の
浜
美
枝
さ
ん

（
左
か
ら
２
番
目
）
と
記
念
撮
影
！

競
り
合
っ
てタ

ス
キ
リ
レ
ー

広報くろたき　


